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口頭発表

ジグソー学習法を応用した教室活動

要旨

山元淑乃

琉球大学

本稿はジグソー学習法を応用した学習者主体の教室活動の実践報告である。ジグソー学

習法を応用した二つの教室活動を紹介し、教師と学習者間のコミュニケーションカードに

みられる学習者からのフィードバックを分析し、ジグソー学習法の効果を検証する。また

「学習者中心」を目指した授業と「学習者主体」を目指した授業に対する学習者からのフ

ィードバックを分析し、両授業の効果を探る。

【キーワード】 ジグソー学習法、学習者中心、学習者主体、コミュニケーションカード

1 はじめに

日本語教育における言語教育観は、 1970年代に入り、言語知識の伝達を主な目的とした

オーディオリンガル・メソッドに対する批判から、コミュニケーション能力の向上を目指

したコミュニカティブ・アプローチヘと転換し、「学習者中心」主義を打ち出した。岡崎・

岡崎 (1990)によると、「学習者中心」の指導法とは、学習内容の設定において、その一部

を学習者に担わせたり、学習者の関心や価値観に配慮を払ったり、あるいは教師の役割を

アドヴァイザー、カウンセラー、援助者として考えたりすることによって、学習者により

積極的な役割を与え学習の主体として位置付けて行うものである。一方、「学習者中心」と

は異なる概念として、細川 (1995)は「学習者主体」を提示し、それを「学習者の問題意

識を引き出すことの意義を重視し、そのあり方を明確にするための用語」と定義した。

本稿は日本語教育の現場においてジグソー学習法を取り入れることにより、ロールプレ

イや発表を中心とした「学習者中心」の授業を「学習者主体」の授業へと移行し、協働学

習と学習者の自己表現支援に重点を置いた授業の実践報告である。

本稿では「学習者主体」の活動の一つとして、聴解と会話の授業におけるジグソー学習

法を取り入れた教室活動を紹介する。次に、教師と学習者が毎回の授業終了ごとにやりと

りしたコミュニケーションカードにみられる学習者の記述を分析することにより、ジグソ

一学習法の効果を明らかにする。また、「学習者中心」と「学習者主体」を実践した授業に

参加した学習者からのフィードバックを比較し、「学習者主体」の授業の効果を検証する。

2 ジグソー学習法

ジグソー学習法とは、社会心理学者Aronsonらが開発した学習法である (Aronsonet al., 

1997)。人種差別問題を抱える学校現場で、異なる民族の生徒同士が情報のギャップを埋め

合うことにより、協力し合う姿勢を養うことを目指していた。本稿はAronsonet al. (1997) 

を参考に以下のような基本的な手順を用いた。

(1)教師はクラスをグループに分け、それぞれに、学習対象をいくつかの部分に分割し

た課題を与える

83 
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(2)各学習者は、分割された部分のいずれかを自分の分担として、グループ内のメンバ

ーに対して説明できるよう学習する

(3)分割された各部分について、同じ部分の担当者が集まり、内容を共有し合う

(4)分割された各部分について、異なる部分の担当者が集まり、各担当部分を教え合う

この方法により、まるでジグソーパズルが完成するように、各自が学習対象の全体を理解

することが可能になる。Aronsonet al. (1997)はジグソー学習法について、低い学力の生

徒が高い学力の生徒から利益を得、高い学力の生徒は教師という役に挑戦することで学ぶ

機会を得るという利点と効果を報告している。また、ジグソー学習法を用いたクラスの生

徒は、教師中心のクラスの生徒たちに比べ、以下のような効果がみられた。

(1)自分のグループの仲間を今までの友人以上に好きになった

(2)諏が好きになった

(3)自尊心が向上した

(4)学習教材の習得がうまくなった

(5)仲間を重要な情報源としてみなした

その他ジグソー学習法を用いた実践報告に有田 (2004)や砂川・朱 (2008)がある。ま

た朱•砂川 (2010) はインタビューを質的に分析し、学習者の意識変容の要因を明らかに

している。池田・舘岡 (2007)はリーディング授業における実践例を紹介、考察している。

本稿では、先行研究には管見の限りみられない、日本語の聴解と会話クラスにおける実践

について報告する。

3 授業の概要

3.1 受講者と授業の概要

受講者は表 1の通り比較的小さなクラスで、受講者の日

本語能カレベルは、 JF日本語教育スタンダード IBlから

B2レベルである。授業時間は 1コマ90分中、約60分をジ

グソー学習法による活動にかけた。また日本人学生ボラン

ティアが各グループに配置され、内容確認の支援を行った。

3.2 テレビ番組を使っだ情報伝達タスク

一つ目の活動は、日本の伝統文化をテーマにしだ情報伝

達タスクである。教材には NHKのテレビ番組「美の壺」

を使用した。この授業の学習目標は「準備すれば、普段の

表 l 受講者

、t生別 出身国 在日期間

Sl 女 韓国 10か月

S2 女 タイ 10か月

S3 男 中国 10か月

S4 女 中国 10か月

S5 女 台湾 10か月

S6 男 米国 IOか月

S7 女 英国 10か月

S8 男 韓国 4か月

＋日本人ボランティア3~4名

生活で馴染みのないテーマに関するテレビ番組の内容を理解し、それをわかりやすく第三

者に伝えられる」ことである。授業の流れは以下の通りである。

(1)教師はクラスを3グループに分ける

(2)教師は 1本のDVDを3つの部分に分割し、それぞれ各グループに課題として与える

(3)学習者は各自で担当部分を視聴し、内容をクラスメートに伝えられるよう準備する

(4)同じ課題をしたグループで集まり、疑問点を出し合って解決し、内容を共有する (50分）

(5)異なる課題をした学習者が 1名ずつ集まり、自分の担当部分を教え合う (60分）

(6)学習者全員が全ての課題についてレポートを執筆し、それぞれブログで公開する

(7)学習者全員がクラスメートのレポートを読み、ブログ上でコメントする

3.3 ペアでの情報伝達タスク
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二つ目は、動画ニュースを用いた活動である。ジグソー学習法は通常複数のグループで

行うが、この活動は視聴したニュースの内容をすぐに伝えるという高度な日本語力を要求

されるため、よりリラックスして発言できるようペアで行った。授業の流れを以下に示す。

(1)学習者のうち担当者2名がインターネット上の動画ニュースを 1つずつ選び、それ

ぞれ内容理解確認のための質問と語彙リストを準備する

(2)教師は授業の直前に、担当者以外の学習者を 2つのグループに分け、担当者が選ん

だ2つの動画ニュースのうちどちらか1つと語彙リストを、各グループのメンバーにメ

ールで送っておく

(3)担当者以外の学習者は 1人でニュースを見て、内容を伝えられるよう準備する

(4)同じニュースを見た学習者が集まり、内容を共有する。このとき各担当者は自分が

選んだニュースを見たグループに入り、補足説明しながら進行する

(5)違うニュースを見た学習者同士がペアになり、内容を伝え合う

(6)学習者が 1人で、 2つのニュースについて、準備された質問に回答する

(7)担当者が自分の選んだニュースを見せながら、全体で質問の答え合わせをし、教師

は補足説明を行う

4 フィードバック

4.1 コミュニケーションカード

毎回の授業について学習者の反応を確かめ、学習者との対話を図るために、「一言カード

2」というコミュニケーションカードを採用した。このカードは A4用紙両面に 30回分の

授業について書き込むもので、学習者は毎回の授業終了時に一言コメントを書込み、提出

する。カードには授業の感想だけでなく、その日の行動やメッセージなど何を書いてもよ

いが、授業について不満や要望がある場合は必ず書くことになっている。教師は全ての記

述にコメントを赤色で書込み、次の授業で返却した。授業への要望があった場合は、必ず

次回の授業で何らかの対応をするようにした。

4.2 コメントの分析

ジグソー学習法の授業終了時にコミュニケーションカー

ドに記載された学習者の全 54コメントを意味のまとまり

で抽出し、内容に従って分類した。結果は図 lの通りであ

る。なお、同一人物による同一内容のコメントは出現回数

としてカウントした。各カテゴリの代表的なコメント例を

原文のまま以下に示す。

4.2.1 内省

• まじめに「箸」の発表の準備をしていましたが、つま
らなかったかもしれません。 (S4)

・次回もっとおもしろくなろうと思うんです。 (S3)

・ニュースの聞き取りのレベルはだんだんよくなってきたと思いますが、伝えるのもそ

ろそろできるようになるはずです。 (S7)

•週末あそぶすぎで発表がうまくすすまなかったんです (S8)

・鴫犀だけじゃなくてやっばり理解したことを説明することも大事だ。 (S6)
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4.2.2 他者への肯定的評価

・Slさんのニュースは最高だ~(S3) 

・クラスメートのDVDの発表で勉強になった。日本文化がいいね。 (S5)

•今日の箸の発表を聞いて、簡単に説明してくれたので、聞きやすかった。 (S6)

4.2.3 教室活動について

・日本人と一緒にビデオを見たり、説明を聞いたりするのは本当に役に立つ。 (S7)

•今日のニュースの発表で考えさせられていいと思っている。 (S6)

・グループでニュースをチェックするのはおもしろかったです！これからはこうやった

らいいと思います。 (S5)

4.2.4 その他

・ゴールデンウィークおわったね。僕、高野山が大好きです。風景もいいし、空気も沖

縄よりいいし、住職さん（高野山の二番目えらい人）の物腰も柔らかいです。 (S3)

・きょうからなつほんばんになっていますね。 (S8)

5 ジグソー学習法の効果

コミュニケーションカードに見られた学習者のコメントで、内省のコメントが35%を占

めていたことから、ジグソー学習法を用いた活動が学習者の内省を促したことがわかった。

また、他者への肯定的評価が 11%みられたことから、クラスメートとの良好な関係構築に

貢献していることがうかがえた。教室活動や学習内容についても否定的なコメントは見ら

れず、学習者が授業を楽しみながら学習項目を習得したことが観察された。

6 「学習者中心」から「学習者主体」へ

筆者は本稿で取り上げた授業実践以前の 2007年か

ら2008年まで「学習者中心」を目指し、ロールプレイ

や発表活動を主とした授業を行っていた。授業は円滑

に進んだが、学期末アンケート調査で得られた学習者

の反応には、否定的なものがみられた。図2にアンケ

ートの自由記述欄にみられた全 40コメントの分析結

果を示す。分析の方法は、コミュニケーションカード

と同様、コメントを意味のまとまりで抽出し、内容に

従って分類した）

コメントには「学生の日本語は正しくないので、話

しても勉強にならない。」「クラスメートの選んだニュ

ースに興味がない」といった他者への否定評価が 12%

図2 学習者のコメント

「学習者中心」の授業

I・-- ・ 

¥ 38% I 学冒内専
¥ ,-
＼ 

一ついて
I 22% 

＼ 

¥ 、-し----

ある。また「先生からもっと勉強したい」「先生に直してほしい」といった、教師の指導を

要求するコメントも 13%みられた。

本稿で報告する「学習者主体」を目指した授業では、前述のジグソー学習法以外にも、

討論や発表、嘘をつき合う活動など、様々な自己表現の場を与えることを心がけた。全30

回の授業についてのコミュニケーショ ンカードヘの書き込みを分析した結果を図3に示す。

「わかるようになった」「映像を見て自分の実力がわかった」「次回はもっと工夫してみ

よう」などといった内省のコメントは36%を占め、この授業が学習者の内省を促したこと
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がわかる。

「学習者中心」の授業と、「学習者主体」の授業の

コメントは、前者は学期末アンケートの自由記述欄に

みられる計40コメントであり、後者はコミュニケーシ

ョンカードに書かれた計254コメントで、調査方法と

コメント数が異なる。しかし、授業に対する学習者の

フィードバックという点で比較すると、他者への否定

的評価が 12%から 1%に減少し、教師の指導を望むコ

メントについては 13%から 0%になっており、「学習者

主体」の授業の効果がうかがえたといえる。

7 おわりに

圏3 学習者のコメント

「学習者主体」の授業

教暉の指畢 その他
を望む \ —~ マ
0% ,,. I I --誓4% 

＼ 

. 、・,、

、、海動に ＼

益 ¥I内省・--

唸~~~□ i~ 本稿では「学習者主体」の授業を目指し、聴解と会話クラスにおけるジグソー学習法を

使った教室活動についての実践報告を行った。今後は40名以上の比較的大きな日本事情ク

ラスでのジグソー学習法の実践を元に、学習者主体の授業の効果について検証したい。そ

のため、学習者のコメントだけでなく、討論中の発話や個別インタビューデータの採取と

分析を行うことを今後の課題としたい。

注

1 http://jfstandard.jp/top/ja/render.do (2012年2月15日現在）

2琉球大学教育学部、道田泰司教授の授業からアイディアを頂いた。同様の試みに三重大学の織田

揮準教授による「大福帳」や岡山大学の「シャトルカード」などがある。
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